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として、これまで数多くの稼動実績

を残している。またSQL Serverは、

RDBMSとしての機能とともに、

RDBからデータを抽出、洗浄、変換、

加工、転送することができるデータ

変換サービス（DTS）と、Analysis

ServicesやReporting Servicesを利用

することで、ビジネスユーザーの迅

速な意思決定を支援するBIソリュー

ションとして利用されている。

Analysis Servicesは、オンライ

ン分析処理（OLAP）機能やデータ

マイニング機能など、高度なデータ

分析によるBIを実現する統合デー

タ 分 析 サ ー ビ ス 機 能 。 一 方

Reporting Servicesは、レポートの

作成、管理、配布などをサポートす

るサーバプラットフォームとして、

SQL ServerのBI機能とDWH機能

を強化するものである。また

Analysis ServicesとReporting

Servicesは、ともに普段利用してい

るOffice製品やWebブラウザ、そ

の他の業務アプリケーションを通し

て、情報をリアルタイムに提供する

ことができる。また、これら機能は

標準機能として追加費用無く利用で

きるため、分析および定型処理の自

動化を低コストかつ短期間で実現す

ることができる。

よび分析手法の提供がポイントとな

る。また、その際には、特別なユーザ

ー教育を必要とせず、使い慣れたツー

ルであることもポイントとなる。

③セキュリティの強化

ユーザビリティを損なわずにセキ

ュリティの強化を実現するために

は、既存の ITインフラの認証基盤

と統合できるセキュリティソリュー

ションの導入がポイントとなる。

このようなポイントを踏まえて、

マイクロソフトは、Microsoft SQL

Serverを核としたBIソリューショ

ンを提供している。

先進的な機能と世界最高レベルの

可用性を備えたリレーショナルデー

タベース管理システム（RDBMS）

であるSQL Serverは、小規模からエ

ンタープライズクラスの大規模シス

テムまで、あらゆる規模のシステム

に対応した企業や組織の意思決定を

支えるDWHをはじめ、オンライン

トランザクション処理、e-コマース

などのインターネットビジネスに最

適なデータベースプラットフォーム

変化の激しいビジネス環境におい

て、競争力を保つためには、スピー

ド感のある経営体制のもと、既存顧

客に対してのサービス向上と新規顧

客獲得に向けた高付加価値サービス

の提供を実行していくことが不可欠

である。そのためには、顧客ニーズ

を的確に把握することができるデー

タ分析システムが必要である。

マイクロソフトは、このような課

題を解決するためには、データ分析

システムを構成するデータウェアハ

ウス（DWH）とビジネス・インテリ

ジェンス（BI）ソリューションに、

次の３つのポイントが含まれている

ことが重要であると考えている。

①定型処理の自動化

企業が抱える課題の多くは人間系

処理に起因しているため、定型処理

の自動化を実現するツールの導入が

ポイントとなる。

②データ活用シナリオの改善

２次加工等を含むデータの活用度合

いを高めるためには、ユーザーのレベ

ルに応じた様々なデータの提供形態お
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ビジネス環境を勝ち抜くために
必要な3つのポイント

定型処理の自動化を
低コスト／短期間で実現



マイクロソフトのBIソリューシ

ョンの特長は、使い慣れたExcelや

Webブラウザを利用して、ユーザ

ーのレベルに応じたデータ提供形態

と分析手法を提供していることであ

る。図１は、ユーザーレベルに応じ

たデータと分析手法を表わしたもの

である。各レベルに対応した分析ツ

ールの概要は次のとおりである。

◆ Excel Add-in for Analysis

Service：Excelをインタフェース

とした高レベルなレポート作成機能

を提供する手法。ピボットテーブル

により、さらに高度な分析を行うこ

とができる。

◆ピボットテーブルサービス

（Excel標準）：分析クライアントア

プリケーションとして、Excel 2000

以上で利用可能な操作性の高い多次

元分析機能。Excelをインタフェース

とした定型的な分析に最適。

◆Office Webコンポーネント：ピ

ボットテーブルサービスをWebブ

ラウザ上で実行するためのコンポー

ネント。Office Webコンポーネン

ト・ファイルをWebサーバ上に配

置することで、イントラネットシス

テムとしても利用できる。

◆Reporting Services：任意のファ

イル形式（Web・Excel・PDF等）

でレポートを参照することが可能。

レポートは定期的にメールや共有フ

ォルダに配信。大量ユーザーへの簡

易的なレポートを提供するのに最適。

◆ Microsoft Office Business

Scorecards Accelerator（エグゼク

ティブ向けポータル）：エグゼクテ

ィブ向けに各種指標（KPI）の直感

的表現を可能にするフレームワーク。

このように普段使い慣れたExcel

やWebブラウザのみを利用して、デ

ータを提供／分析するので、ユーザ

ーは特別な教育を受ける必要がない。

マイクロソフトは、クライアント

管理に対するノウハウを結集した認

証基盤であるActive Directoryを中

心とした一貫性のあるセキュリティ

対策を提供しているが、このActive

DirectoryとBIソリューションを統

合することで、ユーザビリティを損

なうことなく、次のようなセキュリ

ティ要件を満たすことができる。

◆セキュリティポリシー：適切なア

クセス制御とアカウント権限を設定

し、データやネットワークに対して

暗号化等の対策を実行することがで

きる。

◆アクセス制限：Analysis Service

やReporting Servicesなどは、それ

ぞれActive Directoryのユーザー情

報と連携して、ユーザーのセグメン

ト別に必要なデータとセキュリティ

を提供することができる。

◆アクセスログ：SQL Serverの各

種監査機能を利用することができる。

2005年中に製品出荷を予定して

いるSQL Server 2005では、データ

ベース冗長化機能の強化や 64ビッ

トプラットフォーム対応によるスケ

ーラビリティと信頼性、ELTとデ

ータマイニング等の機能が強化され

た。マイクロソフトのBIソリュー

ションは、ビジネス課題を解決する

3つのポイントを踏まえて、ユーザ

ーの“使いやすさ”を追求したソリ

ューションである。
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Active Directoryとの統合で
セキュリティ要件を充足
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図1 ユーザーレベルに応じたデータと分析手法

使い慣れたツールで
データ活用シナリオを改善
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